
様式２

　　　　評価の具体項目

評価基準　A：十分達成　B：概ね達成　C：変化の兆し　D：まだ不十分　E：目標・方策の見直し
〔100％〕 〔80%程度〕 〔60%程度〕 〔40%程度〕 〔30%以下〕

学び、輝き、感動のある学校
幼児・児童・生徒が充実した学校生活を送り、個々の可能性を伸ばし、より良く生きること
ができるようにする学校
　 《 １８歳で自立できる人を育てる 》
～将来を見とおした今のＱＯＬの向上～

今年度の
重点目標

○幼児・児童・生徒の特性に応じた指導の充実に努め、社会
に繋がる教育を実践する。
○特別支援教育の専門性を高め、指導力と授業力の向上を図
る。
○地域支援に努め、特別支援教育のセンター的機能を発揮す
る。

平成２５年度　　自　己　評　価　表　　

●学部等で研修を持ち、キャリア教育の視点で
生徒一人一人に将来に向けて伸ばしたい力につ
いて整理をする。

●キャリア教育の視点で学習活動の計画や
年間指導計画を見直す。
●関係機関や保護者と話し合える機会を多
くもつようにする。
●卒業後の進路に関する知識を深める。

●専門性向上委員会を学部内に立ちあげ
て、学部内で議論しながら幼小学部に必要
な専門性についての考えが深まるようにす
る。

●研修等で新たに習得した専門的知識や技
術を広げる機会を設定する。
●授業改善に係る自己の研修課題を決め
て、校内研究への取組を進めながらその達
成に取り組んでいく。

●映像やチェックリスト、アセスメント
シート等を使い、話し合いや指導の評価を
行う。
●映像やチェックリストを使いケース研を
実施する。

●学習していることが卒業
後にどのように繋がってい
るのか明確に説明できる。

●皆生幼小版専門性チェッ
クシートを作成する過程を
通して、必要な専門性につ
いての考えを深めている。

●発達検査やチェックリス
トによる実態把握の結果を
目標設定や課題設定等授業
づくりに活かしている。

●指導者の実態把握の力が
高まり、客観的なデータを
示しながら授業が実施され
ている。

●チェックリスト等を活用しながら幼児一
人一人の課題を整理する。
●個に応じた教材・教具の工夫をする。

●画像、動画を利用して授業者が自己評価
を行ったり、グループで評価会を実施した
りする。
●授業者が画像、動画を撮りやすくする工
夫をする。

●連携図を作成・活用して、生徒の個別の
目標達成を目指して具現化された各学習の
ねらいを共有して授業の質の向上に取り組
む。

●校内研究と関連づけて、個別の会や学習
グループの会を定期的に実施する。
●教科学習でアセスメントシートを作成す
る。

●進路指導計画を活用し、個々の身につけ
たい力を明確にしていく。

●進路指導計画を活用し、個々の身につけ
たい力を明確にしていく。
●学部会等を利用して、将来像を意識した
指導実践の報告を行う。

●多様な専門性が要求される中、専門
性について何が必要なのかはっきりと
した指針が、学部として持てていな
い。

●的確な実態把握に基づいた、ニーズ
に応じた指導が十分に行われていると
は言えない。

●チェックリストや中心課題の映像を
撮ることで、焦点化された目標設定や
学習内容の選定に繋がってきた。
●客観的なデータを読みとる力を高め
ていく必要がある。

●一人一人のねらいに応じ
た保育や自立活動の指導や
支援がなされている。

●児童の学びの評価を適切
に行い、次の学習に活かし
ている。

●映像記録を効果的に活用し
て指導の評価を行い、的確な
目標設定に活かす。連携図を
もとに各授業のねらいを明確
にし、発達や障がい特性に応
じた授業づくりを行ってい
る。

●どの生徒にも研究で取り
組んだことが活かされ、授
業改善が進んでいる。

●身につけたい力を明確に
して小学部につないでい
る。

●将来像を意識して今必要
となる力（身につけたい
力）をふまえた指導が行わ
れている。

●個別の指導計画に進路指
導の課題が活かされ、進路
指導旬間等で個のねらいに
応じた指導が行われてい
る。

●皆生幼小版専門性チェック
シートを作成する過程を通し
て、必要な専門性についての
考えを深めていたか。

●校内研究での取組や研修内
容を日々の授業の中で各自実
践することにより発達や障が
い特性に応じた授業づくりに
活かすことができたか。

●客観的なデータを活用する
ことができたか。

●授業の構成や学習環境への配慮への
評価は定着してきているが、児童が何
をどのように学んでいるのかの評価が
不十分である。

●映像記録による評価や目標設定はで
きつつあるが、発達や障がい特性に応
じた授業づくり、連携図の活用、指導
内容の系統性の検討については改善の
余地がある。

●学習連携図等を利用しながら、授業
改善が進んできた。
●研究の取り組みを学部内で広げて行
く必要がある。

●日頃の保育の中で生活経験の広がり
や人との関わりを意識してきた。その
結果として小学部へのつながりができ
つつある。

●児童の将来像を意識した授業づくり
や日常生活での働きかけが定着しつつ
ある。

●１８歳の自立を目指すために中学部
段階でつけたい力が明確になりつつあ
る。進路指導旬間等の取組から見えて
きた生徒のニーズを意識した指導が必
要である。

●個について話し合う機会をもつこと
により、共通理解を図りながら卒業後
の生活を意識した授業がされてきた。
●系統性を考えながら、つけたい力を
整理する必要がある。

●児童の学びが適切に評価さ
れて、次の学習に活かされて
いるか。

●生徒一人一人の目標を明確
にして発達や障がい特性に応
じた適切な授業づくりができ
ているか。

●校内研究で取り組んだこと
が授業に活かされているか。

ニーズに対応で
きる専門性の向
上

18歳の自立を見
据えた進路指導
の充実

一人一人に視点
をあてた学習指
導の充実

●一人一人の実態をもとに進
路指導計画を活用して日々の
保育や就学指導を進めている
か。

●将来像をイメージし、その
目標に必要な力を共有したり
膨らませしたりして指導にあ
たっているか。

●進路指導計画に基づいた授
業づくりが行われているか。
●各機関や保護者との連携を
密にして、進路指導旬間の取
組や施設見学等の実践を進め
たか。

●卒業後を考え、つけたい力
を明確にして授業がおこなわ
れているか。

現状 目標達成のための方策
●一人一人の課題を明確にし
た保育や自立活動の指導が実
施されているか。

●個に応じて学習の基盤となる力を育
てることが必要であり、生活時程を見
直した上で自立活動の時間を設定し、
指導を行っている。
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